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ごあいさつ

　北極海の氷山や南極の大陸氷床が溶け出し、一方では砂漠化が進み、水の循環系

が変わり、生物の生態系がおかしくなり始めた。排出される炭酸ガスの増加による

地球規模の温暖化がその要因として指摘されながら、相変わらず炭酸ガスが減少す

る傾向は見えてこない。およそ１００年前には存在しなかった１００種を超える有

害化学物質が私たちの体や動植物に蓄積され、ごく微少に分泌されるホルモンを撹

乱し、ホッキョクグマの雌雄両性化に見られるように、生態系に異常が発生し、絶

滅が危惧される生物が増加した。ここ１０数年の間に数万種にも及ぶ微生物が死滅

したといわれている。私たち人類も自然の生態系のなかでしか存在し得ない。自然

破壊は、私たちの生存を否定することである。

　いっぽうで、人間が利用・管理してきた里地里山の環境で暮らしていた生物は、

人間の土地利用の放棄により荒廃が進むにつれ、姿を消してきたことも事実である。

こうした環境の危険的な状況におかれながら、自然の巧みなメカニズムについては

未だほんの少ししかわかっていない。それだけ、自然のひろがりは奥深い。

　山岳博物館では、こうした環境問題を背景に、２０００年から絶滅危惧植物、特

に安曇地方の植物を対象に発芽から開花に至る成長の過程や花の構造とその特徴、

さらには生物との関係について観察してきた。本企画展にはその成果に高山植物コ

マクサと外来植物イチビを加え、「くさばな」の巧みな生き方を掘り下げてみた。

「くさばな」の生活史について少しでも理解いただければと考えている。

　そして「くさばな」と昆虫との関係も興味深い。フクジュソウの痩果がアリによ

って運ばれる実験は自生地に何度も足を運び繰り返し行った。これまでに一番長く

観察してきたサクラソウでは、花粉の送受粉に有効とされるマルハナバチが稀にし

か現れず、撮影に成功したのは企画展直前の５月であった。あの香り豊かなササユ

リとスズメガの関係は５年にわたり開花期間中、ずっと日没から夜ふけにかけて観

察し、ようやく明らかにできた。すべて粘り強く観察した賜物である。

　本企画展をご覧いただいて、少しでも、不思議と巧みを見出し、新たな疑問を発

見していただければ、それが環境を考える新たな展開につながると思っています。

　２１世紀は間違いなく「環境」がテーマです。山岳博物館は、自然の不思議を考

え続け、今後も「環境」について取り組んで行きたいと思います。

　末尾ではありますが、全般にわたり監修いただいた清水建美先生、ご指導いただ

いた中山冽氏、イチビの観察記録をまとめ、ご提供いただいた大場幾太氏、ボタニ

カルアートを描いていただいた金栄健介氏、そして多大なるご協力をいただいた日

本産草本植物の生活史研究プロジェクトの皆さま、昆虫の同定や貴重な資料、情報

をご提供いただいた皆さまに厚くお礼申し上げます。

　　平成１８年７月２２日　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立大町山岳博物館
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　１．本書は市立大町山岳博物館において、平成１８年７月２２日（土）から９月１０日（日）まで

　　　開催される企画展「ボタニカルアートで描く くさばなの一生 日本の草本と外来草本の生活史

　　　－その営みとなぞにせまる!!」の展示解説書である。

　２．企画展の企画には、日本産草本植物の生活史研究プロジェクトの協力を得て、企画展の全体お

　　　よび本書の監修は、同プロジェクト主宰である清水建美氏にしていただいた。

　３．実際の事象については、現地で撮影したビデオ映像を編集して紹介する。　

　４．企画展の企画には当館館長・柳澤昭夫、副館長・宮野典夫、主任・勝山直人、学芸員・清水博

　　　文、関悟志、千葉悟志による。なお、企画展および本書ならびにビデオの編集・執筆は千葉が

　　　担当した。アリ類の同定は吉村正志氏（アリ類データベース作成グループ）に、マルハナバチ

　　　類の同定は須賀丈氏（長野県保全環境研究所）に依頼し、そのほかの昆虫の同定は清水が担当

　　　した。



解　　説　　生活史を知ってこそ　清水 建美

　この企画展では、植物の生活史を扱った。

　生活史とは種子から芽ばえて、成長して花を咲かせ、また種子をつくるという植

物の一生といってもよい。生活史には、ヒトでいえば生まれたときから幼児時代、

少年時代、青年時代、というように、成人になって老いていくまで、成長につれて

それぞれに成長段階があり、それぞれの成長段階に応じて多様な姿、多様な形を見

ることができる。この企画展では、身近に見られる野草や山草、一部帰化植物も取

り上げて、その成長過程を観察したものである。

　実をいえば、いままで、これらの山草や野草が全般的にわたって詳しく観察され

ているとはいえない。まだまだ調査途上にあるといってもよい現状である。しかし

生活史を充分に理解していなければ、たとえばその芽ばえはどんな形をしているの

か、花がいつ咲くのか、どんな花をどのように咲かせるのか、いつ実がなるのか、

どのように繁殖するのか解らないので、たまたま出くわしても、それがどの時期の

ものなのかもよく解らない。小さな子どもが芽ばえていても見逃してしまうであろ

う。

　このような植物のもつ、いろいろな側面が生活史といわれるものである。植物の

生活史を観察しているとつぎつぎと色々な事実に出会う。そして、次々と新発見が

ある。生活史の観察を通して得る新発見はなんと楽しいことであろう。

　多くの方々が身近な「くさばな」で、その植物の一生を根気よく観察して、お互

いに新しい情報を交換できることを期待しております。

　　　　　　　　　　　　日本産草本植物の生活史研究プロジェクト主宰　

　　　　　　　　　　　　信州大学名誉教授・金沢大学名誉教授





高山植物の女王に仕える生きものってなに？

コマクサ（ケシ科）

　別名カラフトコマクサ。日本では北海道、本州の高山帯の砂礫地に
生える多年草。

　和名は『細長い花冠の形が馬の面に似ていることに由来する 』との

説や、『お駒という女性に由来する 』との説がある。

こう   ざん  たい さ    れき    ちほん  しゅう

か   かん つら

せつ

わ   めい

た    ねん  そう ※ １

※ ２
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●●

●自家受精それとも他家受精？

　その特異な形から、和名がついたともされるコマクサ。
なかのほうもかなり特異な形をしていた。

花のつくり花のつくり
とく     い

自家受精も他家受精もするとは…。

わ    めい

とく     い

－おしべ－

－めしべ

葯

柱頭－
－

　真ん中には１本のめしべがあって、その左右におし
べが各３本あった。おしべの一部は途中でくっついて
いて、めしべの先の柱頭は耳状でその先は、角状に
なっていた。

花冠内輪

花冠外輪

萼片

－

－

－

がく   へん

か   かん  がい   りん

か   かん  ない   りん

２

１

葯

柱頭－

－

ちゅう   とう

●●●●●

●●●●

ほー、なかなか
　　おもしろい形をしてますなー。

　葯は花冠外輪が開く前には、縦に裂けていて、柱頭はその

とき湿っているから、おしべもめしべも同時に熟していると考え

られる。これを雌雄同熟という。

　そこで、開花前の葯の花粉を人工的に柱頭にくっつけて実

験してみたところ、果実（蒴果）のなかに種子ができていた。

つぎに開花前の花から葯をとり除き、ほかのコマクサの花の

花粉をつけてみると、こちらでも種子ができていた。

　コマクサは自らの花粉で種子を作ることもできれば、ほか

の花の花粉でも種子を作ることができる。つまり、自家受精

も他家受精もできる混殖性なのだ。

か  　かん 　がい  　りん

やく

か    ふん

ちゅう   とう

しゅ     し

か   ふん 

やく たて さ ちゅう   とう

じゅく

しゅ     し

しゅ     し

か    ふん

か    ふん

けん

し     ゆう    どう   じゅく

やくかい    か

さく     か しゅ     し

じっ

かい    か

しめ

のぞ

じ     か     じゅ   せい

た     か     じゅ　　せい　 ※ ３ 

8　コマクサ

みずか

こん   しょく  せい



　花の色は桃色が薄かったり、濃かったり、なかには白色
もあった。高山帯では、７～８月に開花するが、博物館の
ように標高が低くて雪解けの早い場所では５月から開花
がはじまった。

　開花はつぼみのついている場所によって順番が
決まっていた。最初の開花は花茎のいちばん上で、
続いていちばん下、その後は、下から上に向かっ
て咲いた。

　まず、いちばん上にあるつぼみが開花。

うす こ ●●のつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり

おー、
白花とはめずらしい。

ほほぉー、開花には順番があるとな。

　続いて、いちばん下についているつ

ぼみが開花。

最後に真ん中のつぼみが開花。 　花がたくさんでも同じこと。①→

②→③→④→⑤の順で開花する。

－－→

－
－
－
→

３

４

A B

C

こう   ざん  たい かい    か

かい    かど

かい    か

①

②

③

④

⑤

－

－

か   けい

さ

 2 0 0 5 .7 .2 1 　撮影

（北アルプス蓮華岳）
れん  げ  だけ

2 0 0 5 .5 .8 　撮影

　 （博物館）

ひょう  こう
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● ●

●マルハナバチの重要性
　マルハナバチが花に顔を潜りこませて蜜を吸おうとすると、

足がかりにした花冠内輪が逆方向に押され、それにより花冠

内輪のすき間からおしべとめしべが出てくる。すると、マルハ

ナバチのおなか（胸部や腹部）には、おしべの先にある葯の

花粉がつく。

　いっぽう、めしべの先の柱頭には、マルハナバチが訪れる

以前にほかのコマクサの花でつけて来た花粉がくっつき、受

精して、やがて種子ができる。

　じっさいには、コマクサは自家受精もできるが、花の形はマ

ルハナバチに合わせて進化したと考えられ、マルハナバチは

他家受精をするうえで重要なパートナーといえるだろう。

　北アルプスでは、コマクサの花へオオマルハナバチ、
ナガマルハナバチおよびニッポンヤドリマルハナバチの
３種が訪れた。

　花にいちばん、訪れたのはオオマルハナバチであった
が、オオマルハナバチは、蜜のありか（蜜源）近くの花冠
を噛み千切るか、それ以前にあけられた穴から長い口
（口吻）を伸ばして、蜜を盗むことが度々あった。

オオマルハナバチ ナガマルハナバチ ニッポンヤドリマルハナバチ

盗蜜をするオオマルハナバチ 花冠にあけられた穴

生物との関係生物との関係

おとず

おとず

みつ みつ   げん か 　 かん

あな

みつ ぬす

か

こう 　ふん

とう  みつ

もぐ みつ す

か    かんか  　かん 　ない  　りん

ない   りん

やく

か   ふん

きょう   ぶ ふく    ぶ

ちゅう   とう

しゅ     し

おとず

か   ふん 

花はマルハナバチ媒花かー。

２

１

受粉・送粉に
適した姿勢での
吸蜜。

→←

盗蜜をする、しないはオオマルハナバチの
個体ごとで違うのかも。

じ     か     じゅ   せい

た     か     じゅ   せい

※ ４，５

※ ６

●● ●●

※ ７

の

せい

じゅ
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●エライオソームとアリとの関係
　アリを引きつける付属体をエライオソームといい、脂肪酸、

アミノ酸、糖を含むとされ、これは、植物によって違う。

　そして、アリはふつう、このエライオソームをつけたまま種

子ごと巣に運び、エサとなるエライオソームをはずした後に、

巣の周りや巣のなかのゴミすて場に種子を捨てる。

　種子はただ捨てられたようにも思えるが、じつは、そのよう

な場所は種子が発芽したり、成長するのに必要な養分が豊

富に含まれている。

　また、アリに運ばれることで、種子は親の近くで成長の競

争をすることなく、少しでも遠くの場所で発芽、成長すること

ができるのだ。　

　子房は成長してやがて果実（蒴果）になる。蒴果のな
かには１－20個ほどのつやのある黒色の種子が入って
いた。

　種子のへそには、白色で半透明なエライオソームが付
属体としてあって、このエライオソームがアリを引きつけ
ていた。

ふ     ぞく   たい し    ぼう    さん

さん

ヤマアリ属の一種（北アルプス烏帽子岳）　　　　　　  アミメアリ？　　　   アシナガアリ属の一種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（博物館）　　　　  　　（博物館）

し    ぼう さく     か

しゅ    し

しゅ    し はん   とう   めい ふ

ぞく  たい

とう ふく ちが

すす しゅ     し

しゅ     し

す

す

す

はつ     がしゅ     し

ふくふ

よう    ぶん ほう

はつ     が

まわ

● ●物との関●生物との関係●生物との関係●生物との関係●生物との関係生物との関係

しゅ

おっ、えさだー。

高山帯でもアリは種子を運ぶのかな？

３

４

しゅ     し

※ 8

し

熟した蒴果 種子

エライオソーム
－

● ●●●●

コマクサ　11
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● ●

●発芽と成長

　子葉は１枚で、異形子葉と呼ばれる。これは、コマ
クサの特徴のひとつで、第１葉からは葉が細かく切れ
込んだ。

生　活　史生　活　史
し    よう

同じ８月でも成長は博物館の
　　　　　　ものとでは大違いだ。

い   けい    し     よう

種子

さく     か

しゅ     し

２

１

　博物館で育ててみると、多いものでは葉を夏まで
に10枚もつけた。そして、根は横に長く伸びていた。

　蒴果は熟すと縦に裂けて、そこから種子がこぼれ落ちて地

中に埋もれるものもあれば、アリによって運ばれるものもある

だろう。しかし、種子はすぐに発芽することはない。休眠の状

態にあって、つぎの春になると発芽する。

　種子の休眠をさますには、どうやら冬の低い温度を経験す

る必要があるようだ。

　発芽した小さな植物（実生）は、博物館のような標高の低

い場所で育ててみると、早いものだと２年目で開花した。

　いっぽう、同じ時期のものを高山帯のものとくらべてみると、

高山帯では成長が遅く、開花するまでには長い月日を必要

とすることがうかがえる。

異形子葉
－

第１葉（本葉）

－

５月中旬

６月中旬

７月中旬

８月中旬

とく   ちょう

こ

じゅく たて さ

う

しゅ     し

しゅ     し はつ     が

はつ     が

きゅう   みん

けい　 けんきゅう   みん

はつ     が み    しょう

かい    か

こう    ざん   たい

かい     かおそ

ね の

根は下にじゃなくて

　　横に伸びるのかー。

→

※成長は博物館で育てた場合

→

→

－－→

（北アルプス唐松岳）

－－
－－

－－

●
●
●●●●●●

●

ひょう   こう
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　秋になると、地下茎にはひとつの越冬芽ができていた。
そして、葉は段々に枯れた。

● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史

いやはや、
　２年目で開花に至るとは…。

３
か

ち     か    けい

　つぎの春になると、出芽して、中央から１本の
花茎が伸びてきて、花が咲いた。

４
９月中旬

越冬

越冬芽

越冬芽－

えっ   とう    が

しゅつ   が

か   けい の さ

花茎

－

●開花

～～

－－
－－

－－
→

●●● ●● ●

コマクサ　13



コマクサの生活史

越冬

こうざんたい

◆観察メモ

　博物館でコマクサを育ててみると、春に発芽して、そのあとはどんどんと成長し、

　８月には葉が1O枚になった。でも、高山帯で今年発芽したものは異形子葉のままか

　第１葉が開いたにすぎず、高山帯では、成長するのに長い時間がかかりそうだ。

◆観察メモ

　９月になると地下茎にひとつの

　越冬芽ができていた。

越冬芽
えっ    とう     が

―

←

←

←ち  か  けい

◆観察メモ

　秋になると地上部が枯れた。そして、

　博物館では春、高山帯では初夏になる

　と、出芽して、博物館では早いもので

　２年目に開花した。

か

しゅつが

かい か

かい    か

開花

出芽から開花に至るまで――

― 発芽から開花に至るまで

●冬
越冬

●春

出芽

しゅつ   が

出芽

開花

→

－－－－
－－－－

－－－－
－－－

●晩春

６月中旬
７月中旬

８月中旬

９月中旬

えっ   とう

地上部枯死

～

●開花

～

コマクサ　14



－
－
－
－
－
－
－
－

花冠内輪

萼片

●

おしべ

めしべ

蒴果

種子

◆観察メモ

　落ちた種子にはアリがやってきて、

　なかには運び出すものもいた。

◆観察メモ

　種子は黒光りしていて、ヘソの部分に

　付属体のエライオソームがついていた。

◆観察メモ

　花のなかをのぞいてみると、３本のおしべのうち

　挟まれた中央のおしべだけが長く曲がっていて、

　まるでハートのようだ。

◆観察メモ

　花には、マルハナバチのなかまが

　やってきて蜜を吸っていた。

　◆観察メモ

　博物館では、コマクサは春に出芽し、

　初夏に開花した。そして、秋に地上

　部が枯れた。

←

がく   へん

さく     か

しゅ  し

い    けい    し     よう

はさ

受粉
じゅ   ふん

―
●

花冠外輪
か   かん   がい   りん

―

―

か    かん   ない   りん 

― ―
――

―
やく

葯―
柱頭
ちゅう   とう

◆観察メモ

　熟した蒴果からは、種子がこぼれ

　落ちたり、花ごと地面に落ちた。

←
越冬
えっ    とう

↓

発芽

―

みつ す

じゅく

よ

はつ    が

とくちょう

●●夏

●秋

地上部枯死
ち   じょう    ぶ      こ      し 

異形子葉

－－

散布

散布

さん    ぷ

→

自家受粉
じ      か     じゅ  ふん

←
－
－
－
－
－
－
－
－

←－
－－
－

５月中旬
◆観察メモ

　子葉は１枚で、これは異形子葉と呼ばれ、

　コマクサの特徴のひとつ。

コマクサ　15
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オオマルハナバチ

　　（北アルプス蓮華岳）　

ブ～ン

オオマルハナバチ

　　 （博物館）　

チュー
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ウンコもびっくり！黄金にハエがたかる？

フクジュソウ（キンポウゲ科）

　別名ガンジツソウ。多年草で、日本には北海道、本州、四国に生え
る。そのほか、フクジュソウのなかまには、北海道北東部に生えるキタ

ミフクジュソウ、本州と九州に生えるミチノクフクジュソウおよび四国と

九州に生えるシコクフクジュソウがある。

　長野県には、フクジュソウとミチノクフクジュソウが生えていて、とも

に準絶滅危惧にランクされている。

ほん  しゅう

じゅん ぜつ  めつ    き     ぐ

た    ねん  そう

※ １，２

※ ３，４

フクジュソウ　17



●●

●花の開閉のしくみ
　フクジュソウの花には、開閉を繰り返すという特徴がある。こ

のような花を開閉花という。

　このしくみは、まず、太陽の陽ざしで植物の体が温められる

と、花も内側から温められるため、花弁の内側の細胞が外側

の細胞よりも早く成長し、このため、花が開く。逆に、寒くなっ

て体が冷えてくると、こんどは、内側の細胞が外側の細胞より

も成長が鈍くなるため、花が閉じると考えられる。

　じっさい、花弁は開花初日から段々に長く成長するし、暖か

い部屋で育ててみると、昼夜を問わず、花は半開きの状態が

続き、やはり花の開閉は細胞の成長の差により生じているの

であろう。

　早春、雪解けとともにフクジュソウはほかの植物に
先がけて花を咲かせた。

花のつくり花のつくり
そう  しゅん

開閉のしくみは
　チューリップと一緒かな？

萼片

　花には蜜がなかった。花弁、萼片、おしべ、めしべ
（複合雌しべ）の数に決まりはなく、それぞれが独立
していた。どうやら、フクジュソウは原始的な花のよう
だ。

ひ

かい   へい    か

２

１

→

複合雌し

みつ

－●

－

●

－

－
おしべ

く

あたた

か   べん がく   へん

ふく    ごう     め どく    りつ

げん   し    てき

ど

さ

芽が出たと思ったら、
　あっという間に花が咲いたぞ。

花弁

とく    ちょう

ひ

あたた

さい   ぼう

か    べん

か    べん

にぶ

あたた

ひら ぎゃく

さい   ぼう

さい   ぼう

と

さい   ぼう

さい   ぼう さ しょう

●●●●

ふく    ごう    め
※ ５

※ ６

18　フクジュソウ



　太陽の陽ざしを受け、花が開きはじめた。

　こんどは一転、曇りはじめて、花が閉じはじめた。

1 3 時0 9 分

●●のつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり

開けー、ゴマ。

ー、ゴマ。

1 2 時5 4 分

1 3 時2 4 分

－－→

－
－
－
→

３

４

A B

C

くも

D

－－→

●●●●

●●●

1 3 時3 9 分

フクジュソウ　19



● ●

●パラボラアンテナで集客

　花には、ひんぱんに訪れる昆虫はいなかったが、ハナ
アブやハエのなかまが訪れた。
　そして、花は昆虫たちの出会いの場でもあった。

　果実（集合痩果）は段々と大きくなり、やがて熟して
パラパラと地面に落ちた。そして、痩果にはひとつの
種子が入っていた。

ハナアブのなかま ムネアカチビケシキスイ

　 （ケシキスイ科）

生物との関係生物との関係
おとず

２

１

いらっしゃい、いらっしゃい
　花のなかはポカポカで
               暖かいよー。

　花の形はパラボラアンテナのようになっていて、陽ざしを正

面から受けるように体ごと太陽に向かって角度をかえる。その

ため、花の中心温度は周りの気温よりも数℃も高く、昆虫には、

早春の寒さで冷えた体を温めるのにちょうどよい場所だ。

　訪れた昆虫は、花のなかで日向ぼっこや、花粉をなめたりす

る。そうしている間に、体には花粉がくっつき、つぎの花へ訪れ

ると、こんどはめしべに花粉がつき、やがて種子ができる。

　しかし、訪れる割合が高いとされるハナアブやハエのなかま

は、じっさいには必ずしもフクジュソウの花から花へ訪れること

はなく、行動の範囲もせまい。このため、フクジュソウが作るこ

とのできる種子の数は、昆虫が訪れる回数に影響されている

といえるだろう。

ひ    なた

まわ

ひ

おとず

ー、この出会い
まさに運命！

※ ８

ケバエのなかま

すう      ど

ひ あたた

か    ふん

か    ふん

おとず

か    ふん

しゅ     し

おとず

はん    い

おとずしゅ     し えい   きょう

おとず

●●●

●●
●

●

集合痩果

痩果
種子

しゅう   ごう   そう    か じゅく

そう    か

しゅ    し

※ ７

20　フクジュソウ

※ ハナアブのなかまは白馬村姫川源流にて撮影。
　　それ以外は博物館にて撮影。



　落ちた痩果は、そのまま土のなかに埋もれるものもあ
れば、アリによって、巣に運ばれるものもあった。
　じつは、フクジュソウをはじめ、春植物の多くは種子
散布をアリに頼ることが知られている。

　痩果は、いったん巣に運び込まれ白色の部分（エラ
イオソーム）だけがかみ切られた後に、巣の周りに捨て
られるものもあった。

そう    か う

す

そう    か す

● ●物との関●生物との関係●生物との関係●生物との関係●生物との関係生物との関係

運べぬのなら　
　かみ切ってしまえ
　　　　　　ほととぎす

えーっさ、えーっさ

　　　　えっさ（餌）ほいさっさ♪

３

４

● ● ●

●●●

エライオソームをかみ切って

　　　　　　巣に運びはじめた。
す

こ

まわす す

アメイロアリ

アズマオオズアリ

ロオオアリ

 （博物館）

※ ９

捨てたれた種子
す

※ クロオオアリ以外は姫川源流で撮影。

しゅ    し

さん    ぷ たよ

● ● ●●

つぎの春に発芽した実生

フクジュソウ　21
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● ●

●発芽と成長

　春になると種子がいっせいに発芽した。しかし、子
葉が開いた後に、新しい葉が開くことはなかった。
２年目からは細かく切れこんだ葉が出てきたが、春
も終わりに近づくと、地上部は枯れた。

生　活　史生　活　史

か

スプリング・エフェメラル
（春の妖精）とも呼ばれているよ。

種子

そう     か

１

　痩果は６月中旬には地面に落ちるが、発芽するのはつぎ

の年の４月下旬から５月上旬で、小さな株や大きな株が出

芽するのは３月下旬ころだから、発芽は１ヶ月も遅い。

　発芽した植物（実生）は、子葉のままで春も終わりに近づ

くと枯れる。２年目からは葉が細かく切れこむが、やはり、

初夏になると葉は枯れる。

　このように、フクジュソウはほかの植物に先がけて花を咲

かせ、葉を広げることで、春になって出てきた昆虫を呼び

よせたり、光合成をしてエネルギーをため、そして、ほかの

植物が茂るころに地上部を枯らす生活をしている。このよ

うな植物を春植物という。

４年目

こま

はつ     が

み    しょう

→

※成長は博物館で育てた場合

－－
－－

－

－－→
－－

→

－
－
→

１年目

２年目

３年目

しゅ    し はつ    が し

よう

－子葉

発芽

－

はつ     が

かぶ しゅつ

おそ

し     よう

こまか

か

はつ     が

が

こう    ごう   せい

はる   しょく   ぶつ

さ

よ

かしげ

ようせい
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　地上部が枯れた地下では、すでに地下茎に越冬芽が
できていて、秋までに大きく成長した。

● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史２ ち     か    けい

３

越冬芽－

えっ   とう    が

しゅつ   が

－

～～

－－
－－

－－
→

今年の地上茎の痕

越冬芽は、今年の地上茎のすぐ下にできていた。

　つぎの年の早春なると、すぐに出芽して、開
花がはじまった。いっぽう、地下では、新しい
根が伸びはじめていた。

●●

●

新しい根
　　の伸長－

か

そう  しゅん

ね の

かい

越冬

あとち じょう けい

しん ちょう

か

フクジュソウ　23



◆観察メモ

　１年目は子葉のままで、春

　地上部が枯れた。

←

←

←
越冬

→

→

～

何年かかるの？

◆観察メモ

　条件によってフクジュソウは小さくなったり（→）、大きくなったり（←）も

　するが、発芽から５年たってもまだ花が咲かない。

　フクジュソウが花を咲かせる大きさになるまでにはかなりの月日が必要みたいだ。

◆観察メモ

　雪が解けるとまたたくまに出芽して、

　すぐに花が咲き出した。

←

越冬

越冬

越冬
―

子葉
し    よう 

か

さ

●早春

●秋
●冬

～
出芽
しゅつ   が

えっ    とう

と

さ

―越冬芽
今年の地上茎の痕―えっ    とう     が

ち    じょう   けい          あと

●

開花
かい    か

※ 成長は博物館で育てた場合

フクジュソウの生活史
出芽から開花に至るまで――

― 発芽から開花に至るまで
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花弁

萼片―
●

―●

おしべ

めしべ（複合めしべ）

――

痩果

複合痩果

種子

◆観察メモ
　アリが痩果に集まり、
　それを巣に運び、白い部分を
  かみちぎった後、巣の周辺に
　すてた。

◆観察メモ

　痩果のなかには１個の種子が入っていた。

◆観察メモ

　花には、ハエやハナアブの

　なかまがやってきた。

越冬

まで、春の終わるころに

発芽

自家受粉

◆観察メモ

　熟した複合痩果から痩果が

　バラバラと落ちはじめた。

か   べん

がく   へん

ふく   ごう    そう     か

そう     か

しゅ     し

えっ    とう

はつ    が

かい へい か

じゅく

す

じ     か    じゅ    ふん

受粉
じゅ   ふん

地上部枯死
ち    じょう   ぶ      こ      し 

散布

散布
さん    ぷ

ふく    ごう

●夏
―新しい根の伸長

●春

しん  ちょうね

◆観察メモ

　花は閉じたり、開いたりする開閉花。
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　　　　　　編著），pp．184-205．北海道大学図書刊行会．
※ ７　　工藤岳（1999）パラボラアンテナで熱を集める植物 太陽を追いかけるフクジュソウの花．
　　　　　　花の自然史－美しさの進化学－（大原雅編著），pp．216-226．北海道大学図書刊行
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※ ８ 　河野昭一・林一彦（2004）フクジュソウ，植物生活史図鑑Ⅱ春の植物（２）（河野昭一監
　　　　　　修），pp．1-8．北海道大学図書刊行会．
※ ９　　大河原恭祐（1997）アリによる種子散布の適応的意義．生物科学49（3），pp．125-130．
　　　　　　農山漁村文化協会．

わっしょ
い

　　　わ
っしょい

２０個の痩果をまいてみた。 カワラケアリによって
　１８個が運び去られた。

1時間後

－－→
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分身の術ならお手のもの！！

サクラソウ（サクラソウ科）

　多年草で、日本では北海道南部、本州、九州の山麓や湿気の多い
野原に生える。

　和名は、サクラに似た花形にちなみ、古くから園芸化され、約３００品

種が知られている。

　しかし、野生のものは、生育地の荒廃や採取により減少し、長野県で

は、絶滅危惧Ⅱ類にランクされ、さらに指定希少野生植物として条例

により保護されている。

ほん  しゅう

ぜつ  めつ    き     ぐ　　  に    るい

た   ねん   そう

※ １

※ ３

さん   ろく しっ    け

わ   めい に えん   げい   か ひん

こう   はい さい   しゅ げん  しょう

※ ２しゅ

ほ     ご

し   てい    き   しょう   や    せい  しょく  ぶつ
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●●

●ふたつの柱の関係
　サクラソウの花には、葯よりも柱頭の位置が高い長花柱花

と、葯よりも柱頭の位置が低い短花柱花のふたつがあり、こ

のような特徴を異形花柱性という。

　たとえば、昆虫が短花柱花へ訪れて、蜜を吸おうと長い口

（口吻）を花の穴に差しこむと、花粉が顔の近い部分につく。

つぎに長花柱花で、口吻を差しこむと、短花柱花でつけてき

た花粉は、ちょうど長花柱花の柱頭の高さにあって、そこで

受粉がうまくできる。とうぜん、この逆もある。

　さらに、サクラソウは自らの花粉や同じタイプの花の花粉

では、受精せず、異なるタイプの花からの花粉を受粉したと

きにだけ、受精する性質を持っている。これを自家不和合

性という。

　花には色や形、大きさの変化がいろいろあった。花の
なかをのぞいてみると、なんとも不思議なつくりをしてい
た。

花のつくり花のつくり

このような花の特徴を

　　　異形花柱性といい、

そのなかでもサクラソウは、

　　　 二型花柱性なんだって。

　
２

１

※ ４，５

長花柱花 短花柱花
ちょう  か  ちゅう  か たん   か  ちゅう  か

－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－

－柱頭

－葯

－

－

葯

柱頭やく

ちゅう とう

葯と柱頭の高さに
　　　注目してみよう！

い  けい か ちゅうせい

やく ちゅう    とう ちょう    か   ちゅう    か

たん    か   ちゅう    か

い    けい    か   ちゅう   せい

たん    か   ちゅう    か おとず みつ す

か    ふん

こう   ふん たん    か   ちゅう    か

ちゅう   とう

こう   ふん

か    ふん ちょう    か   ちゅう    か

ちょう    か   ちゅう    か

じゅ   ふん

じゅ   ふん

　開花は①を０°とすると、②が咲く角度は90°あたり
かそれよりも大きく、③も②を基準とすると開花の角度
は90°よりもはるかに大きい。つまり、開花は逆方向で
生じているのだ。

●１
●

●
●

●

●

１

２

３

１

２

●●●● ●●●
●４

かい    か

しょう

さ

き   じゅん

ぎゃく   ほう   こう

かい    か

かい    か

あな

か    ふん

か    ふん

じゅ   せい

じゅ   せい

こと

みずか

じ     か      ふ     わ     ごう 

か    ふん

せい

に がた  かちゅうせい ← でも、なかには葯と柱頭の高さが等しい等花柱花や、一部の長花柱花で

　 自家受精するものもあるんだ。
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３

同じ形をした花は何を意味するのか

　サクラソウの花は、変化に富んだ形をしているのに、なぜ

群落内には同じ形をした花がたくさんあるのだろうか。

　 そこで、開花のころに地下茎を掘りだして観察してみると、

写真A に見るように、すでにピンク色の新しい地下茎が成長

しはじめていた。そして、夏ころには写真Bで見るように、２年

前の地下茎のかたまりと、１年前と今年に伸びた地下茎のか

たまりを見ることができる。新しい地下茎と古い地下茎をつ

ないでいる部分は関節ではずれ、やがて、それぞれが独立

した株になる。

　このようにして、サクラソウはまるで‘分身の術’のようにク

ローンという栄養成長で遺伝的にまったく同じものを作り出

していたのだ。

　開花中に花を観察してみると、花の形はみんな同じだ
った。地下茎を掘り出すと、すでに成長がはじまってい
て、そこにはあるひみつが隠されていた。

かい   か   ちゅう

秋の地下茎はこんな感じ

（松本市：N P O 法人 信州ビオトープの会栽培地）

古い地下茎

－

－

新しい地下茎

分身の術！

（博物館）

成長しはじめた地下茎－

－

２年前に成長した地下茎

－今年伸びた地下茎 －

１年前に成長した地下茎
（開花時）

（７月下旬）

ち    か    けい ほ

かく

と

ち      か    けい

ち

ほ

い    でん   てき

ぶん   しん         じゅつ

A B

※ ６

ぐん    らく    ない

どく    りつ

かい    か

●●のつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり

ち      か    けい

ち      か    けい

ち      か    けい

かん  せつ

かぶ

ち      か    けい

えい    よう
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● ●

●口の長さが決め手

　花には、たくさんの昆虫が訪れたが、蜜を吸えるのは
口（口吻）の長い昆虫だけだった。

トラマルハナバチ

　　　（ミツバチ科）

生物との関係生物との関係
おとず１

いらっしゃいませ。
　　当店（花）は、口の長い
　　　お客さま（昆虫）のみの
ご利用とさせていただいております。

　昆虫がサクラソウの花の蜜を吸うには、花のまん中にあいて

いる丸い穴（花筒口）に口（口吻）を差しこまなければならない。

しかし、穴は小さいから、昆虫は顔をつっこんで蜜を吸うことが

できない。また、みじかい口吻では蜜のありかまで届かせるこ

とができない。

　そのため、蜜を吸うことができるのは、口吻の長い昆虫に限

られる。サクラソウは、このようにして、短花柱花から長花柱花

また、長花柱花から短花柱花へと花粉の送粉と受粉をうまくお

こなってきたのだろう。

　しかし、逆に、このような昆虫がいなければ、サクラソウは種

子をつくることができないともいえるのだ。

ビロードツリアブ

（ツリアブ科）

す

か    ふん

キアゲハ

（アゲハチョウ科）

クロスキバホウジャク（スズメガ科）

みつ

こう   ふん

すみつ

とどみつこう   ふん

みつ す こう   ふん かぎ

たん    か   ちゅう    か 

たん    か   ちゅう    か

ちょう    か   ちゅう    か

ちょう    か   ちゅう    か

ぎゃく

そう   ふん じゅ   ふん

し

しゅ

あな か     とう    こう

あな

長花柱花

短花柱花

みつ す

こう   ふん

※ ７，８
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　花にはただとまるだけの昆虫もいれば、みじかい口吻で
蜜を吸おうとする昆虫もいる。

　夏になると、蒴果が熟して、うすい皮（果皮）が裂けて
地面に種子がパラパラと落ちた。

こう   ふん

さく    か じゅく

● ●物との関●生物との関係●生物との関係●生物との関係●生物との関係生物との関係

す、吸いたい…

２

３ か     ひ さ

ヤマトヒゲナガハナアブ

　　（ハナアブ科）

ハナバチのなかま

種子（大きさは2 m m ほど）

みつ す

セイヨウミツバチ

 （ミツバチ科）

● ● ●●

●

熟した蒴果

しゅ    し

かわ

蒴果は熟すまえに
　　食べられてしまうことも。

ニホントリバ（トリバガ科）
というガだった。

－－→
変身！
　トォー

● ● ●

ハナバチのなかま

●

●
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● ●

●発芽と成長

　春になると種子がいっせいに発芽した。その後、
どんどんと成長した。

生　活　史生　活　史

野生の状態で、育つと花を
　　　咲かせるまでには何年
　　　　　　かかるのだろうか。

種子

しゅ     し

１

　種子は地面に落下した後、すぐに発芽することはなく、つ

ぎの年の春になるといっせいに発芽した。発芽後はつぎつ

ぎと葉を出して、秋まで枯れることはなかった。そして、つぎ

の年の春になると、また葉を地上に広げ、こんどは、葉の出

ている真ん中から１本のつぼみをつけた茎が伸びてきて、４

月下旬から５月上旬に花を咲かせた。

　しかし、野生の場合は、夏にかけてサクラソウはほかの茂

った植物によって覆われてしまうことから、葉は枯れることが

多い。そのため、栽培したときのように発芽してから２年で開

花する大きさに成長することはむずかしいだろう。

はつ     が

→

※成長は博物館で育てた場合

－－
－－

－

－－→
－
－
→

４月下旬

７月下旬

９月中旬

しゅ    し はつ    が

－子葉

発芽

－

か

はつ     が

－－
→

本葉

1O月下旬

● ●
● ●

－－越冬芽

くき の

さ

おお

さい   ばい はつ     が

か

かい

し    よう

ほん   よう

か
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● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史２

３

－

えっ   とう    が

しゅつ   が

－

－－
－－

－－
→

越冬芽

　そして、つぎの年の春になると、出芽して、
花が咲いた。

越冬

さ

か

●開花 ～～

　秋になると、葉が枯れはじめた。いっぽう、地下では
いくつかの越冬芽ができていた。
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サクラソウの生活史

越冬

◆観察メモ

　春になると、種子が発芽し、夏の終わりまでに大きく成長した。

　秋になると、地下茎に複数の越冬芽ができていた。そして冬が近づくにつれ、葉が枯れた。

発芽

←

◆観察メモ

　出芽して、１ヶ月ほどで

　サクラソウは開花に至った。

　

←

越冬

新しい地下茎

えっ   とう

はつ  が

ち      か   けい

1O月下旬

11月下旬

７月下旬

４月下旬

―

●春

か けい

かえっとう がち  か けい 

←

●春

←

開花

地上部枯死
ち    じょう   ぶ      こ       し 

出芽

出芽

かい  か

●冬

しゅつ  が

えっ    とう

◆観察メモ

　越冬後の２年目の春、サクラソウは

　花茎を伸ばした。

越冬

越冬芽――
えっ   とう     が

９月中旬

いた

※ 成長は博物館で育てた場合

出芽から開花に至るまで――

― 発芽から開花に至るまで
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蒴果

長花柱花

種子
◆観察メモ

　種子は２mmほどで、いびつな形をしていた。

自家受粉

下茎

古い地下茎

ちょう    か   ちゅう    か

さく     か
しゅ    し

    けい

ち      か    けい

じ     か    じゅ   ふん

受粉
じゅ   ふん

◆観察メモ

　花の色や形は個体によってさまざまであった。

―

たん    か   ちゅう    か

短花柱花

ちゅう   とう

柱頭

葯
やく

―
―

―

◆観察メモ

　蜜が吸えたのはマルハナバチの

　女王やビロードツリアブなど、

　口（口吻）の長い昆虫たちだけ

　だった。

散布

◆観察メモ

　新しい地下茎と古い地下茎を

　つないでいた部分は関節では

　ずれ、それぞれが独立した株

　になった。

―

―

さん    ぷ

●秋

●春

みつ す

こうふん

かぶどくりつ ←

●春

地上部枯死
ち    じょう    ぶ     こ      し 

◆観察メモ

　花にはめしべの柱頭よりもおしべの葯の位置が高い花と、

　めしべの柱頭が葯よりも低い花が存在した。
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落ちた花から蜜は吸えへんやろー。

…

チッチキチー
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美女は野獣が好きってホント！？

ササユリ（ユリ科）

　日本固有種。多年草で、本州（中部以西）から九州の山地の草原に
生える。

　和名は、葉の感じがササの葉的な印象があることにちなみ、花は白

色から濃い紅色まで変化に富む。

　栽培も盛んだが、野生のものは、生育地の荒廃や採取により減少し、

長野県では、準絶滅危惧にランクされ、さらに指定希少野生植物とし

て条例により保護されている。

ほん  しゅう

じゅん ぜつ  めつ    き     ぐ

た   ねん   そう

※ １

わ   めい

こう   はい さい   しゅ げん  しょう

に    ほん   こ     ゆう   しゅ

※ ２

し   てい    き    しょう   や   せい

じょう  れい ほ     ご

※ ３

ササユリ　37



●●

●すべては３が基本

　初夏、野にあまい香りを漂わせ、ササユリが咲き出し
た。

花のつくり花のつくり

問題!!
　花に共通した数字は
　　　　　いくつでしょう？

ただよ

　花のなかをのぞいてみると、おしべ（葯）が６本、め
しべ（柱頭）が１本あって、花の奥には透明な蜜がた
まっていた。

２

１

　ユリのなかまは、花弁と萼片の見分けがつかないことから、

すべてを花被という。そして、６枚ある花被のうち、配列によ

って内側にある３枚を内花被片、外側にある３枚を外花被

片という。

　おしべは６本あって、めしべは１本だが、柱頭は写真でみ

るように、Yの字になっているのがわかる。つまり、めしべは

もとは３本であったものが、くっついて１本になっているのだ。

　子房もひとつのように見えるが、部屋は３室に分かれてい

て、ササユリをはじめ、ユリのなかまは３の数字が基本にな

ってできている。このような花を３数性という。

か    べん

ちゅう   とう

※ ４

●●●●

－

内花被片
ない    か    ひ    へん

がい    か   ひ    へん

－外花被片

葯－

－

柱頭

蜜はなめてみるとあまかった。

かおりしょ    か さ

おく とう   めい みつ

--- --
-

---

ちゅう   とう

やく

がく   へん

か     ひ

ない    か     ひ    へん がい    か     ひ  

はい   れつ

し    ぼう しつ

すう   せい

子房－

し   ぼう

へん

柱頭には波線を入れてあります。

←
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　花の色は桃色や紅色、白色など変化に富んでいた。

　花は午前に咲きはじめるものもあれば、午後に咲きはじ
めるものもあった。しかし、夕方までにはどの花も花被片
が反り返った。

●のつ●花のつくり●花のつくり花のつくり３

４

濃い紅色はベニバナササユリと

　　呼ばれることもあるんだ。

１２時

●●●●

●●●

１４時

１６時

桃色の花 紅色の花

白色の花 濃い紅色の花

さ さ

か    ひ    へん

そ         か

べに と

開店（開花）初日の

　営業は日没からとなっております。

あまーい香りは

　　　なんのため？
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● ●

●美女は野獣が好き

　日没が近づき、あたりが暗くなりはじめると、とつぜ
ん、スズメガのなかまがあらわれた。

生物との関係生物との関係
にち  ぼつ１

だれだ
!　だ

れだ!
!　だ

れだー

　ガ（
蛾）チ

ャマー
ン♪

　　スズメガは、訪れると花の奥に進み、口吻を伸ばして蜜

を吸う。その間に、体や翅が葯に触れ、花粉がつく。いっぽ

う、柱頭には、訪れる以前にほかの花からつけてきた花粉

がついて、受精し、やがて種子ができる。

　じつは、おしべをよく見ると、その形はT字状になっていて、

これは掃除機の吸いこみ口にたとえることができる。つまり、

どの角度にたいしても葯は向くことができ、さらに花粉は粘

着性が高いから、訪れたスズメガに花粉をしっかりとくっつ

けることができるのだ。

　ササユリは自らの花粉で種子をつくることができない。こ

のため、スズメガは訪れる昆虫のなかでも、ものすごく大切

なパートナーといえるだろう。

す か    ふん

みつこう   ふん

くら

※ ６

コエビガラスズメ

ハネナガブドウスズメ

ベニスズメエゾシモフリスズメ

コスズメ

※ ７

おとず おく

はね

の

やく ふ

ちゅう   とう か    ふん

しゅ     し

そう     じ      き す

じゅ   せい

おとず

おとず

おとず

みずか

か    ふん

か    ふん

か    ふんちゃく  せい

しゅ     し

Night
 and 

fire

スズメガは花のあまい香りに誘われて

　　　　訪れているのではなかろうか。

※ ５

やく ねん
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　花にはほかにも昆虫が訪れたが、どうやら花粉の
送粉や受粉に効果的な役割をになっているわけで
はなさそうだ。

　秋になると、蒴果が熟して、３本の線（縫合線）に
そって裂け、翼（種翼）をもつ種子は風に吹かれて
地面に落ちた。

こう    か

さく    か じゅく

● ●物との関●生物との関係●生物との関係●生物との関係●生物との関係生物との関係２

３
さ

コガタツバメエダシャク
　　（シャクガ科）

おとず

スジキフタモンハナアブ

　　（ハナアブ科）

成長しはじめた子房は…

しゅ    し

コアオハナムグリ（コガネムシ科）

か   ふん

ほう   ごう   せん

ふ

● ● ●

● ● ● ●

●

●

やがて蒴果となって
縫合線から裂け（胞背裂開）…。

発芽能力のある種子には真ん中に

１本の線（胚）があった。

しゅ   よくよく

胚－

はい－

そう  ふん じゅ　ふん

A

（夏）

（晩秋）

B

C

ほう はい れっかい
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● ●

●発芽と成長

　発芽はつぎの年の秋に地中で生じた。どうやら、花を
咲かせるまでにはかなりの年月が必要みたいだ。

生　活　史生　活　史

５年目は４年目よりも
　葉が多くなっているぞ。

種子

１

　日本に生えるユリのなかまは、種子が地面に落ちてから

その年に発芽する地上速発芽型と、種子が地面に落ちて

からつぎの春に発芽する地下速発芽型、それに種子が地

面に落ちてからつぎの年の秋に発芽する地下遅発芽型の

３つがある。

　ササユリは、地下遅発芽型で、秋に発芽する。しかし、

発芽してもすぐに葉が地上にあらわれることはなく、つぎの

年の春になると１枚の葉が地上にあらわれる。４年目には

茎（主茎）を持つものもあらわれ、５年目にはさらにたくさん

の葉をつけた。そして、６年目になるとようやく花を咲かせ

た。いっぱん的にも栽培では、花を咲かせるまでには５年

から７年ほどかかるといわれている。

４年目
(1O月中旬）

はつ     が

→

※成長は博物館で育てた場合

－－
－－

－

－－→

－－
→

－
－
→

 １年目
 （1O月下旬）

２年目
(11月下旬）

 ３年目
（６月上旬）

はつ    が

－

子葉

発芽

－

しょう

しゅ     し

ち    じょう   そく   はつ     が    がた

はつ     が ち      か    そく    はつ    が    がた しゅ     し

ち      か     ち    はつ    が    がた

ち     か 　   ち    はつ     が　　がた

はつ     が

くき しゅ   けい

さ

さ

種皮
しゅ   ひ

し    よう

－

主茎
しゅ   けい

※ ８

さ
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　越冬後、春に出芽したササユリは主茎を伸ばしながら
葉をつぎつぎと開いて、初夏に花を咲かせた。

● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史２

３

鱗片葉－
－

～～

－－
－－

－－
－－

→

枯れた主茎

　球根は鱗片葉（鱗茎葉）といい、ふしぎに思えるだろうが、
形態的には主体は葉なのである。つまり、このかたまりは葉
の集まりなのだ。

りん  ぺん   よう

越冬

りん ぺん  よう

か　　　　　 　 しゅ  けい

出芽

－－－－→

４年目（５月下旬）

４年目（1 0 月中旬）

●
●
●
●

りん  けい   よう

しゅつ   が しゅ   けい の

しょ    か さ

※ ９

　鱗片葉は春にやせ細ったが、

秋には鱗片葉を増やして、また

太って養分をたくわえた。

けい  たい

３年目（1 2 月上旬）

●
●
●
●
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←
→

←→

出芽

越冬

越冬

◆観察メモ

　２年目の春になると、ようやく地上に

　葉があわられ、４年目には茎をもつも

　のもあらわれた。

　そして、早いものでは６年目の初夏に

　花を咲かせた。

しゅつ    が

くき

さ

しょ か

越冬

開花
かい  か

●初夏
●春

●冬えっ    とう

ササユリの生活史

※ 成長は博物館で育てた場合

出芽から開花に至るまで――

― 発芽から開花に至るまで

～ ～
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―
内花被片―

外花被片

―

めしべ
―おしべ

◆観察メモ

　花は花弁と萼片の区別がない。

―

―
外花被片

内花被片

受粉

蒴果

種子

◆観察メモ

　秋に熟した蒴果が裂けて、

　風で種子がおちた。

◆観察メモ

　発芽は次の年の秋にはじまった。

  子葉の先は種皮のなかにあって線形で、

　発芽しても葉は地上にあらわれなかった。

越冬←

子葉種皮

――

さく     か

じゅ   ふん

ない    か     ひ    へん

がい    か     ひ    へん

ない    か     ひ    へん

しゅ     し

し    よう
しゅ 　 ひ

越冬

か べん

じゅく さ

えっ    とう

とうめい みつ

◆観察メモ

　つぼみは日中にほころびはじめ、夕方までに開花した。

　花の奥には透明な蜜が出ていた。

●夏●秋

◆観察メモ

　花には夕暮れとともにスズメガの

　なかまがやってきた。

◆観察メモ

　春の終わり、まわりの植物が

　茂りはじめたはじめたころ、

　ササユリの出芽もはじまった。

●初夏

←－－－－－－－－
地上部枯死
ち    じょう    ぶ      こ      し 

散布
さん    ぷ

がい    か     ひ    へん

しげ

１年目
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フン
　わしかて、送粉や受

粉に、ちーとは役に立
ってると思うでー

吸蜜に訪れたキンキンウワバ（ヤガ科）
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選手の交代をお知らせいたします♪

ビッチュウフウロ（フウロソウ科）

　日本固有種。多年草で、本州（長野県南部・東海地方・近畿地方
北部・中国地方）の山の草原に生える。

　長野県は、それらの分布の東限にあたり、さらに県南部から遠く離

れた北安曇郡白馬村では、孤立して生えている。このような分布を

隔離分布という。現在は草地の減少や林の自然遷移などが原因と

考えられる減少により、絶滅危惧ⅠB類にランクされている。

ほん  しゅう

ぜつ  めつ    き     ぐ    いち びー るい

た   ねん   そう

※ １

とう   げん

げん  しょう

に    ほん   こ     ゆう   しゅ

※ ２

※ ３

ぶん   ぷ はな

きた    あ   ずみ   ぐん

せん   いかく    り     ぶん   ぷ

きん   き

げん  しょう

こ     りつ
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●●

●選手の交代をお知らせいたします♪

　夏、花が咲き出した。そのなかで、同じ株のなかに
２種類の花を見つけた。

花のつくり花のつくり

問題!!
　おしべが1O本、めしべが５本、
　　花弁が５枚、萼片が５枚、
　　子房が５個。
　この花は何数性でしょうか。

　おしべだけの花を横からみると、長いおしべと短い
おしべとがあって、上下２段になっていた。いっぽう、
めしべだけの花をみると、めしべは反り返っていた。

２

１

　開花の様子を観察してみると、１日目はおしべだけで、そ

の先についている葯は夕方までにほとんどが落ちた。２日

目になると、こんどは真ん中の柱のようになっている部分の

先からイソギンチャクの触手のようにめしべがあらわれた。

そして、多くの花では夕方までに花弁が落ちて、花が終わ

った。つまり、花の寿命は、２日間であって、１日目がおしべ

だけの時期で、これを雄性期といい、２日目はめしべだけ

の時期で、これを雌性期という。

　これは、おしべとめしべの熟す時期をずらすことで、自ら

の花粉を受粉しないようにしていると考えられる。このよう

に、性がずれて熟すことを雌雄異熟という。

※ ４

－めしべ

おしべだけの花

さ

だん

おしべ－

←

めしべだけの花

↑

みじか

－めしべ

－

葯

しょく   しゅ

はしら

やく

か    べん

じゅ  みょう

ゆう   せい    き

し    せい     き

じゅく

か    ふん じゅ   ふん

じゅくせい し     ゆう    い    じゅく

こたえ　５数性

みずか

かい    か

－

花糸

花糸は葯が落ちると直立をはじめる。

か      し
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　花は早朝から咲きはじめ、開くとまもなく、葯が裂開した。
でも、夕方までに葯はぜんぶ落ちた。

　つぎの日、こんどは真ん中からめしべが反り返ってあら
われた。そして、夕方までには花弁が落ちて、花が終わ
った。

●●のつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり

　めしべには花粉がしっかりと
くっついているぞ。

－
→

３

４
か   べん

６時

８時

1 2 時

1 8 時

６時

８時

1 2 時

1 6 時

つぎの日

●●●●

●●●●

●●●●

●
●●●

●
●●●

●
●●●

めしべが反り返りはじめた。

葯がぜんぶ落ちた。

花が開きはじめたぞ。

雄性期

雌性期

そ         か

さ やく

やく

れっ  かい
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●

●来るものこばまず

　花には、チョウやハチ、ハエなどのいろいろな昆虫が
訪れた。

  スジグロシロチョウ

　 （シロチョウ科）

生物との関係生物との関係
おとず

１

　たとえば、蜜を吸う昆虫が雄だけの花（雄性期の花）に訪れ

たとしよう。すると、長いおしべと短いおしべの上下２段のおし

べは、T字状（ササユリ、34ページを見てね。）になっていて、

花粉を昆虫の体や脚などにつけることができる。

　つぎにめしべだけの花（雌性期の花）に訪れて蜜を吸おうと

すると、めしべは葯の高さとほぼ同じくらいの範囲で反り返って

いるから、花粉がうまい具合にめしべにくっつき、種子ができる

のだ。

　さらにふたつならんだ花は、どちらかいっぽうが先に開花し、

その花が終わると、もういっぽうの花が開花することが多い。

これは、となり同士の花で受粉をしないようにしていると考えら

れる。

クルマアツバのなかま

す

ベニシジミ

　（シジミチョウ科）

イチモンジセセリ

　（セセリチョウ科）

みつ

　←でも、株全体だと花は長期間、連続的に咲くから、結果的には同じ株内で受粉

していて、自家受粉は避けられないんじゃないだろうか。

おす ゆう   せい    き

てぃー  じ    じょう

やく

みつ す

おとず

か    ふん

そ           か

し    せい    き

か    ふん

しゅ     し

じゅ   ふん

かい    か

かい    か

雄性期

雌性期

みじか

おとず

さ

じ  か  じゅ ふん さ

じゅ ふんかぶ
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　雌雄異熟で雄が先に熟すことを

　　　　　　雄性先熟っていうんだ。
ゆうせい せんじゅく

あし

ジャノメチョウ

　（ジャノメチョウ科）



　蒴果は熟して、乾燥するとピンッと跳ね上がり、
種子を遠くに飛ばした。

さく    か じゅく

● ●物との関●生物との関係●生物との関係●生物との関係●生物との関係生物との関係

２
しゅ    し

は

オオマルハナバチ
　　　　（ミツバチ科）

オオハナアブ

　　　（ハナアブ科）

ヨコジマオオハリバエ

　　　　（ヤドリバエ科）

● ● ●● ●●
●

６日後
萼片はすぐに
　閉じはじめ同時に
　　棒状の部分が伸びはじめた。

●

子房は熟して
　　蒴果となり…

乾湿運動により巻き上がり

　　種子が飛んだ（自動散布）。

跳ね上がる

種子

かん   そう

かん しつ

じ どう さん ぷ

ま

●

●
● ●

●

蒴果
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※ ５

キンバエ（クロバエ科）

ハナバチのなかま



● ●

●発芽と成長

　発芽すると、葉がつぎつぎと開いて、地下では太い根
（紡錘根）が成長していた。

生　活　史生　活　史

うーん、
　同じなかまのゲンノショウコ
　　　　　とよく似ているなー。

種子

１

　蒴果から飛んだ種子は地面に落ちた後に、すぐに発芽す

ることはない。越冬して、つぎの年の春になると、発芽する。

発芽後は、葉をつぎつぎと出して、秋になると枯れる。

　いっぽう、地下では地下茎が成長して、数本の太くて大き

な根（紡錘根）が伸びて、秋になると地下茎上に越冬芽が

できている。

　そして、つぎの年の早春になると、地上に葉（根出葉）が

放射状につぎつぎと開き、初夏になって、こんどは根出葉

が枯れ、そのころから地上茎があらわれる。地上茎は茎や

葉を出しながらどんどんと枝分かれして、その先に夏から

秋にかけてできたつぼみがつぎつぎに開花する。

※成長は博物館で育てた場合

－－
－－

－

 5月下旬

はつ    が

子葉

発芽

－

ぼう   すい  こん

はつ     が

しゅ     し はつ     が

し    よう

－

紡錘根
ぼう  すい   こん

－－→
－－

→

－
→

さく     か

ち      か    けい

ぼう   すい   こんね えっ    とう     が

こん  しゅつ   よう

の

ほう    しゃ   じょう こん  しゅつ   よう

えだ    わ

ち      か    けい

はつ     が

ち    じょう   けい

しょ    か

かい    か

ね

ち    じょう   けい くき

か

えっ    とう

７月下旬
９月下旬

か
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● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史

葉が放射状に開きはじめた。

２

３

－－
－→

越冬芽

　そして、２年目になると夏から秋にかけてたくさん
のつぼみが連続的に開花した。

れん  ぞく

しょ    か
　つぎの年の早春になると、葉が放射状につぎつぎと
開いた。そして、初夏になるとこんどは地上茎が伸び
てきた。

● ●
● ● ● ● ● ●

●

－

根出葉が枯れはじめて
　　こんどは、地上茎が
　　　　　伸びはじめたぞ。

－

－

地上茎

根出葉

かい    か

ほう   しゃ  じょう

ち   じょう   けい の

そう  しゅん

●
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開花

―

し   よう

―
ぼう   すい   こん

紡錘根

出芽

地上部枯死

地上部枯死

越冬

出芽

●春

●冬

ち    じょう   ぶ      こ      し 

◆観察メモ

　根ははじめ、細いものばかりだったが、成長と

　ともに太い根（紡錘根）が目立つようになって

　きた。

か こんけい

発芽
はつ   が

◆観察メモ

　秋になると地上部が枯れ、根茎には越冬芽が

　できていた。そして、春になると出芽して、

　つぎの年の夏に開花した。

えっとう が

●秋

越冬

子葉

ち    じょう   ぶ     こ       し 

しゅつ   が

えっ   とう

５月下旬

７月下旬

９月下旬

ぼうすいこん

ビッチュウフウロの生活史

※ 成長は博物館で育てた場合

出芽から開花に至るまで――

― 発芽から開花に至るまで
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おしべ

種子

◆観察メモ

　地面に落ちた種子は、その年に発芽することはなく

　そのまま越冬した。しゅ     し

受粉
じゅ   ふん

―

―

みつ

めしべ

―花糸

◆観察メモ

　花には、いろいろな昆虫がやってきて、

　蜜を吸ったり、花粉を集めたりしていた。

◆観察メモ

　花は１日目がおしべだけで、

　２日目になると、中央から

　めしべが反り返ってあらわ

　れた。

雄性期

雌性期

◆観察メモ

　熟した蒴果は、乾燥すると勢いよく

　はね上がり、種子が遠くに飛んだ。

越冬

かい    か

開花

す か ふん

そ

じゅく かん そう いきお

はね上がる

こんしゅつよう

●

●

夏

夏

ゆう   せい    き

か      し

し    せい     き

◆観察メモ

　春に出芽するとまず根出葉という葉が地上に開き、

　初夏に、こんどは、茎（シュート）があらわれ、

　枝分かれしながら長く伸びはじめた。

　そして、夏に花がつぎつぎと咲きはじめた。

蒴果
さく     か

散布
さん    ぷ

えっ   とう

くき

の

さ

えだ わ
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■主な参考文献

※ １　　清水建美（1982）日本の野生植物 草本Ⅱ離弁花類，pp．220．平凡社．
※ ２　　倉科和夫（2000）２．レッドデータ植物図鑑．白馬村の貴重な動植物－白馬村版 レッドデ
　　　　　　ータブック－（レッドデータブック編纂委員会編），pp．40．白馬村教育委員会．
※ ３　　中山冽（2002）長野県レッドデータブック～長野県の絶滅の恐れのある野生生物～（長野
　　　　　　県自然保護研究所編），pp．153．長野県自然公園協会．
※ ４　　千葉悟志・清水建美（2005）長野県絶滅危惧ⅠB類ビッチュウフウロの生活史および開花
　　　　　　特性－日本産草本植物の生活史研究プロジェクト第５報－．長野県植物研究会誌38，
　　　　　　pp．29-32．長野植物研究会．
※ ５　　中西弘樹（1994）種子はひろがる 種子散布の生態学，pp．172-185．平凡社．

今年の地上茎の痕－

歯医者さん「大きな穴があいてるねー。虫歯かな？」

ビッチュウフウロ「だから虫歯じゃないって…。」
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したたかに生きる畑の雑草

イチビ（アオイ科）

　別名キリアサ。世界各国のトウモロコシ畑や飼料作物などのおもな雑
草として厄介者となっている。

　どんな方法で生き残っていくのであろうか。

※ 1
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●●

●めしべはどこにあるのかな？

　花は葉に隠れるようにして咲き、昆虫はまったく訪
れなかった。花は自らの花粉がめしべにくっつきや
すいようになっていて、自家受粉で種子ができてい
た。

花のつくり花のつくり
１

　めしべは１２から１６個に枝分かれしていて、その周りを囲

んでいるおしべは、花糸の部分がくっついて筒状（花糸筒）

になっている。このようにおしべがくっついてる状態を合糸

おしべという。

　イチビは、なかまのハイビスカスと違って葯と柱頭の高さ

が同じくらいにあることから、柱頭に自らの黄色い花粉がく

っつくとおしべとめしべの区別はつかなくなる。

さ

－柱頭

－

葯

花柱

花糸筒

－

－

－

－
－

－

ちゅう   とう

やく

か   ちゅう

か     し    とう

ハイビスカスの断面

イチビの断面

合

糸

お

し

べ

－

－

↑

↓

－

－

合

糸

お

し

べ

↑

↓

みずか

かく おとず

か   ふん

じ     か    じゅ  ふん しゅ    し

えだ        わ まわ

か          し つつ      じょう か         し          とう

ちが やく ちゅう       とう

みずか か        ふん

ごう         し

かこ

ちゅう       とう
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　花弁がつぼみから見えはじめると、約１時間で花が大
きく開いた。その後、花は半日から１日かけて段々しぼ
んで、しおれた花弁は果実（蒴果）の成長とともに服を
脱ぎ捨てるかのように押し出されて落ちた。

　開花後、５から７日で短い毛におおわれた蒴果ができ
て、幅が約２．５cm の大きさまでに成長した。蒴果は柱
頭の数に等しい分果（心皮）からなり、１０日くらいすると
紫かがった黒色に熟す。なかには、暗褐色の種子が２
から３個入っていた。

●●のつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ●花のつくり●花のつくり●花のつくり●花のつくりのつ花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり●花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり花のつくり●花のつくり花のつくり

２

３ さく     か

●
●
●
●

●

●

●●●

●

●●●
● ● ●

● ● ●

● ● ●

種子

分果

蒴果

しおれた花弁

みじか

ひと ぶん   か しん   ぴ

ちゅう

とう

じゅく あん  かっ   しょく しゅ    しむらさき

さく     か

か   べん

ぬぎ す

さく    かか   べん

お

－

－

裂けた角状突起
さ つの じょう とっ   き
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※ ３

● ● ●

●●



● ●

●異国からやってきたすごいやつ

　畑に育つイチビは４月から９月ころまで、バラバラに発芽
して、成長する（不斉一発生）。根はとても長く枝分かれし、
地表がカラカラに乾いてもめったに枯れない。

生　活　史生　活　史

種子

１

　種子は地面に落ちたころは、最低数週間の眠りについて

いる（休眠）。種子の皮はかたくて、水が染みこみにくく、そ

のうえ、土のなかにいる菌類やバクテリアの進入も防いでい

る。このため、種子は腐りにくく、土のなかで長い間、生き続

け、なかには２０年以上も生きていた種子もある。

　さらに毎年、つくられたたくさんの種子は落ちて耕運機に

よって土のなかに埋もれ、その数は発芽して成長したイチ

ビの6倍以上であったともされる。

　したがって、いくら抜いても除草剤をつかってもシードバン

クがある以上は、絶やすことはむずかしく、イチビは農業の

機械化にうまく適応して、したたかにいき続ける植物なので

ある。

－－
－－

－

はつ    が

子葉

発芽

－

ね

しゅ     し

し    よう

－－→
－－

→

－
－
－
→

ふ    さい  いつ   はっ  せい えだ    わ

かわ か

きゅう   みん かわ

ねむ

きん   るい

くさ

しん  にゅう

し

こう    うん    き

はつ    がう

じょ    そう    ざい

た

き    かい   　か てき   おう

しゅ     し

しゅ     し

しゅ     し

しゅ     し
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● ●　活●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活　●生　活　史●生　活　史●生　活　史●生　活　史　活生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史●生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史生　活　史●生　活　史生　活　史２

３
－－

－→

　発芽してから１ヶ月ほどすると、花が咲きはじめ、茎
の下から上に向かって２日から３日おきにつぎつぎと
開花した。
　

－

蒴果

はつ    が

畑で育つイチビは１株あたりにおそらく５０個以上の
蒴果ができ、蒴果１個あたりの種子数は３５個から
４０個といわれているから、１株あたりの種子数はな
んと２０００個以上もできていることになる。

４
　蒴果は上を向き、熟すと分果の角状突起がふたつ
に裂けて、茎を強くゆらすとそこから種子がこぼれ落
ちる。そして、葉が落ちても蒴果は茎についたままで、
種子はつぎの春まで風にゆられて、そのたびに少しず
つ落ちていく。
　

さ くき

かい    か

かぶ

さく    か

かぶ

しゅ    し    すう

しゅ    し    すう

さく    か

さく    か じゅく ぶん　　か

くき

つの  じょう   とっ    き

さ しゅ    し

しゅ    し

くきさく    か
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種子
しゅ     し

発芽
はつ    が

◆観察メモ

　種子はつやがなく、茶色の短い毛が

　まばらに生えていた。

◆観察メモ

　葉のふちを見ると、子葉は丸みをおびて

　いるけれど、それから後に出てくる葉

（本葉）はギザギザになっていた。

◆観察メモ

　プランタでイチビを育ててみると、茎の高さは１ｍくらいに

　成長し、葉の一番広い幅は１２～１３ｃｍだった。

　でも、畑で育てたり、鉢で育てたりすると、環境によって茎

　の高さや葉の幅はずいぶん変わる。
―

―

子葉

本葉

し  よう

ほん よう

くき

はち

イチビの生活史

――発芽から開花に至るまで
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花糸筒

葯

柱頭
ちゅう   とう

花柱
か   ちゅう

散布
さん    ぷ

―

―

―

やく

―

―萼片
がく   へん

―

―

↑

↓

合糸おしべ
ごう     し

じ   か  じゅ  ふん

自家受粉

ぶん    か

分果

か     し     とう

◆観察メモ

　花のなかをのぞいてみると、たくさんの

　おしべの下部が合わさって、筒状になり、

　先の分かれためしべを取り囲んでいた。

◆観察メモ

　緑色をした蒴果は１２～１６個の分果

　が集まっていて、１O日ぐらいすると

　黒く熟した。

◆観察メモ

　蒴果は外側に向いた部分が縦に裂け、

　茎をゆらすと種子がこぼれ落ちた。

◆観察メモ

　種子をまいて１ヶ月を過ぎたころ、最初の花が咲き、

　茎の下から上に向かって２～３日おきに開花した。

つつじょう

かこ

じゅく

たて さ

くき

さ

くき

●●●●●

蒴果
さく     か
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■主な参考文献
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①
②

③

④

⑤
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　　　　　　　　・高山植物の女王につかえる生きものってなに？（コマクサ）

　　　　　　　　・ウンコもびっくり！黄金にハエがたかる？（フクジュソウ）

　　　　　　　　・分身の術ならお手のもの!!（サクラソウ）

　　　　　　　　・美女は野獣が好きってホント!?（ササユリ）

　　　　　　　　・選手の交代をお知らせいたします♪（ビッチュウフウロ）

　　　　　　　大場 幾太（帝塚山学院高等学校非常勤講師）

　　　　　　　　・したたかに生きる畑の雑草（イチビ）

細　密　画　　金栄 健介（山岳画家・ボタニカルアーチスト）

　　　　　　　　・コマクサ・フクジュソウ・サクラソウ・ササユリ

           　　・ビッチュウフウロ

　　　　　　　大場 幾太

　　　　　　　　・イチビ
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